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『
玉
機
微
義
』
は
明
代
初
期
の
医
家
で
あ
る
劉
純
（
字
宗
厚
）
が

編
蟇
し
た
医
方
言
で
あ
る
。
本
書
に
は
洪
武
二
九
年
二
三
九
六
）

の
自
序
が
あ
り
、
こ
れ
を
も
っ
て
刊
行
年
と
さ
れ
て
い
る
。
父
劉

叔
淵
（
号
橘
泉
）
は
朱
丹
渓
の
弟
子
で
あ
る
こ
と
か
ら
か
、
劉
純
の

医
書
に
は
い
わ
ゆ
る
李
朱
医
学
の
影
響
が
色
濃
く
反
映
し
て
い

る
。
序
文
に
よ
る
と
本
書
は
、
師
の
漏
庭
幹
に
授
け
ら
れ
た
「
医

学
折
衷
』
一
峡
を
骨
子
に
増
補
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
『
医
学
折

衷
」
は
元
未
明
初
の
医
家
、
徐
彦
純
（
字
用
誠
）
の
書
で
あ
る
が
、

も
と
も
と
一
七
の
病
門
で
構
成
さ
れ
て
い
た
。
劉
純
は
こ
の
書
の

内
容
に
感
銘
し
、
新
た
に
三
三
病
門
を
加
え
る
も
、
自
ら
の
言
を

「
按
」
「
謹
按
」
と
銘
記
し
て
本
文
と
分
か
ち
、
徐
彦
純
の
原
文
と

の
区
別
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

『
玉
機
微
義
」
の
病
門
は
全
五
○
巻
に
対
応
し
て
そ
れ
ぞ
れ
五

○
門
に
分
け
ら
れ
て
お
り
、
第
一
巻
～
七
巻
、
三
四
巻
～
四
三
巻
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「
玉
機
微
義
」
の
鍼
灸

北
江
龍
也

ま
で
が
徐
彦
純
「
医
学
折
衷
』
の
部
分
で
あ
り
、
残
り
第
八
巻

～
三
三
巻
、
四
四
巻
～
五
○
巻
ま
で
が
劉
純
が
新
た
に
補
訂
し
た

部
分
で
あ
る
。
五
○
門
の
う
ち
以
下
の
三
○
門
に
鍼
灸
に
関
す
る

内
容
が
見
ら
れ
る
（
数
字
は
巻
数
）
。

１
、
中
風
、
２
、
瘻
證
、
４
、
疾
飲
、
８
、
歎
嗽
、
９
、
熱
、

皿
、
火
、
皿
、
暑
、
Ｍ
、
寒
、
咽
、
瘡
瘍
、
Ｗ
、
血
證
、
的
、
虚

損
、
別
、
積
聚
、
躯
、
水
気
、
羽
、
脚
気
、
鯉
、
諸
痂
、
”
、
喉

痒
、
躯
、
淋
悶
、
羽
、
眼
目
、
瓠
、
腰
痛
、
認
、
心
痛
、
別
、
頭

痛
、
弱
、
欽
逆
、
弱
、
痙
、
州
、
瘤
風
、
虹
、
風
病
、
蛇
、
破
傷

風
、
蝿
、
損
傷
、
媚
、
霊
乱
、
⑬
、
婦
人
、
別
、
小
児
。

こ
の
う
ち
灸
法
に
関
す
る
条
文
は
計
九
巻
（
１
，
９
、
四
、
別
、

詔
、
弘
、
妬
、
蛇
、
妬
）
中
に
、
鍼
法
に
関
す
る
の
は
計
六
巻
（
皿
、

ｕ
、
理
、
型
、
鋤
、
蝿
）
中
に
、
鍼
灸
二
法
を
用
い
る
の
は
計
一

五
巻
（
２
，
４
，
８
、
皿
、
咽
、
Ⅳ
、
鰯
、
”
、
羽
、
皿
、
詔
、

伽
、
虹
、
⑬
、
別
）
中
に
見
ら
れ
た
。

た
だ
し
具
体
的
な
治
療
則
以
外
の
禁
則
、
医
案
な
ど
も
こ
こ
で

は
鍼
灸
条
文
と
見
た
た
め
、
実
際
の
治
療
条
文
は
更
に
少
な
く
な

る
。
例
え
ば
医
法
書
と
い
う
性
格
か
ら
鍼
灸
条
文
を
全
て
抜
粋
す

る
煩
を
避
け
た
部
分
も
見
ら
れ
る
。
巻
之
一
四
・
寒
門
で
は
傷
寒
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の
灸
穴
は
「
資
生
経
』
に
詳
し
い
ゆ
え
、
こ
こ
に
載
録
し
な
い
と

い
う
旨
が
書
か
れ
て
い
る
。

さ
て
こ
こ
で
鍼
灸
法
と
し
て
特
徴
的
な
方
法
を
見
て
み
る
。
巻

之
一
五
で
は
瘡
瘍
の
切
開
法
も
鍼
法
と
み
な
し
、
巻
之
三
三
・
心

痛
の
刺
法
は
胸
腹
中
の
虫
を
狙
い
刺
す
方
法
で
あ
り
、
巻
之
四
九

に
は
産
に
臨
ん
で
横
生
す
る
も
の
に
鍼
を
刺
し
て
転
じ
さ
せ
る
法

が
あ
る
。
巻
之
八
・
歎
嗽
に
見
え
る
舌
上
の
生
姜
灸
は
薫
蒸
法
で

あ
り
、
こ
の
よ
う
な
例
は
薬
方
の
補
助
的
手
段
と
思
わ
れ
る
。
ま

た
刺
法
に
お
い
て
は
潟
血
法
が
多
く
見
ら
れ
る
。
巻
之
一
五
、
一

七
、
二
三
、
二
七
、
二
九
、
三
一
、
三
九
、
四
○
、
四
三
な
ど
が

三
稜
鍼
ま
た
は
緋
鍼
（
銚
鍼
）
を
用
い
た
出
血
法
で
あ
る
。
さ
ら
に

表
現
に
注
目
す
る
と
巻
二
、
四
に
「
蟠
鍼
」
が
見
え
、
巻
一
○
に

「
鍼
石
」
、
巻
一
五
に
「
銚
鍼
」
「
硬
刺
」
「
刀
剪
鍼
烙
」
、
巻
二
三
に

「
碇
刺
」
「
碇
悪
血
」
「
硬
射
」
、
巻
二
三
、
三
九
に
「
緋
鍼
」
な
ど

鍼
法
に
関
し
て
古
い
表
現
が
散
見
さ
れ
る
。

こ
れ
ら
の
鍼
灸
法
は
そ
の
素
材
と
な
っ
た
医
書
に
基
づ
く
結
果

で
あ
る
。
「
玉
機
微
義
』
は
引
用
し
た
書
名
を
比
較
的
多
く
載
せ

る
が
、
散
見
的
で
あ
る
鍼
灸
の
条
文
は
必
ず
し
も
出
処
が
明
ら
か

な
も
の
ば
か
り
で
は
な
い
。
い
ま
検
討
で
き
た
医
書
を
抜
粋
す
れ

ば
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

『
衛
生
宝
鑑
』
『
儒
門
事
親
』
『
千
金
要
方
」
「
丹
渓
心
法
」
「
丹
渓

手
鏡
」
『
傷
寒
論
』
「
陰
證
略
例
」
『
鍼
灸
資
生
経
』
『
医
学
発
明
」

「
医
塁
元
戎
』
『
東
垣
試
效
方
』
「
内
外
傷
弁
惑
論
』
『
此
事
難
知
」

（
披
見
順
）
。
そ
の
他
「
素
問
』
「
鍼
経
」
『
諸
病
源
候
論
』
『
外
台
秘

要
方
』
『
脈
経
」
『
聖
済
総
録
』
『
難
経
』
な
ど
は
引
用
書
名
と
し
て

挙
が
る
が
、
前
記
の
医
書
も
し
く
は
薬
方
で
用
い
た
医
書
か
ら
の

孫
引
き
で
あ
る
場
合
が
多
い
の
で
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
つ
ま
り

そ
の
引
用
の
多
く
を
金
元
代
の
い
わ
ゆ
る
四
大
家
に
由
来
す
る
害

に
依
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

『
玉
機
微
義
』
の
鍼
灸
を
総
括
す
れ
ば
、
灸
法
を
主
体
と
し
、
鍼

法
で
は
出
血
な
ど
を
多
用
し
、
ま
た
外
科
系
疾
患
に
多
く
見
ら
れ

た
。

（
日
本
鍼
灸
研
究
会
）


